
参加無料事前申込

【主催】神奈川県　【実施】かながわ国際交流財団（地域日本語教育推進グループ）TEL：045-620-0011 / E-mail：kifnihongo@kifjp.org

かながわ県民センター
（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2）
JR・東急東横線・京浜急行線・相模鉄道線　
横浜駅「きた西口」徒歩5分
アクセス　https://maps.app.goo.gl/my2Dpve2QcZk6hyh6申込フォームから必要事項をお送りください。

2次元コードからも申込可能です。
https://willap.jp/p/acc_4614/Kanagawanihongo_jissenR7/

15名

近年、外国人の受入れが進む中、地域日本語教育はますます重要になってきています。
自治体職員や国際交流協会スタッフ、ボランティア教室を担う学習支援者、地域の活
動に関わりや関心をもつ日本語教師など、地域で日本語学習支援に携わる様々な立場
の方々が集まり、地域に合ったよりよい日本語学習支援について共に考える機会とし
て、この研修を開催します。
「日本語教育の参照枠」や「生活Can-do」などの考え方を手がかりに、これからの取
組を考えてみませんか？

神奈川県内で地域の日本語学習支援に携わる方対象

文部科学省「令和7年度 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

地域日本語教育を概観する 「日本語教育の参照枠」と「生活Can-do」
- 概要と考え方  -

2026年1月29日 木

14:00～16:00
かながわ県民センター
嶋田和子さん

（アクラス教育研究所 代表理事）

教室から考える、多様な日本語

※各回の内容と講師プロフィールは裏面をご覧ください。

これからの取組を考える

※第3回のみ火曜日の開催です。

14:00～16:00
かながわ県民センター
志賀玲子さん（武蔵野大学 教授）

14:00～16:00
オンライン（Zoom）
一氏隼人さん

（文部科学省 地域日本語教育アドバイザー）

定　員 対面会場

お申込み

14:00～16:00
オンライン（Zoom）
一氏隼人さん

（文部科学省 地域日本語教育アドバイザー）

時 間

開催場所

講 師

2026年2月5日 木

2026年2月24日 火 2026年3月5日 木

時 間

開催場所

講 師

時 間

開催場所

講 師

時 間

開催場所

講 師

※応募者多数の場合、抽選とさせていただきます。
※各回参加も可能ですが、全回参加を前提として行います。
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検索

一氏  隼人さん

嶋田  和子さん

志賀  玲子さん

令和７年度  神奈川県

日本語学習支援  実践者研修

近年、日本語教育にかかわる状況が変化し、新たなニーズが高まる中で、日本語教育推進法
の施行、「日本語教育の参照枠」や「生活Can-do」の公表など、様々な動きが起こっています。
「参照枠」は、あらゆる機関や関係者に基準を示すものとされ、地域日本語教育にも大きな
影響があります。第2回では、「日本語教育の参照枠」と「生活Can-do」の概要を知り、重
視すべき点や地域での活動との関わり、今後の可能性について考えます。

講師   嶋田和子さん（アクラス教育研究所 代表理事）
アクラス日本語教育研究所 代表理事／杉並区総括コーディネーター。長く日本語教育に関わり、現
在は日本語教育機関での教師研修、国際交流協会や地域の日本語教室などの人材育成に携わる。著
書として「できる日本語」シリーズ（アルク・凡人社）、『外国にルーツを持つ女性たち　彼女たちの
「こころの声」を聴こう！』（ココ出版）等がある。

第1回～第3回の内容を確認しながら、参加者それぞれの活動と状況を振り返り、参加者同士話し合いながら、今後取り
組みたいことについて考えます。

講師   一氏隼人さん（文科省 地域日本語教育アドバイザー） ※プロフィールは第1回参照

神奈川県内の日本語教室マップなど、日本語
学習にかかわる情報を掲載しています。ぜひ
ご覧ください！

ウェブサイト

かながわでにほんご

地域の日本語教室は、日本語を学ぶ場としてだけでなく、外国人住民が地域で共生していく
ための様々な役割を持っています。第1回は、地域日本語教育の特徴や課題のほか、行政に
おける取組や教室を支える多様な役割、立場の異なる関係者との連携の可能性について考え
ます。

講師   一氏隼人さん（文科省 地域日本語教育アドバイザー）
文部科学省地域日本語教育アドバイザー、長野県地域日本語教育コーディネーター。神奈川県でも5
年間地域日本語教育コーディネーターとして活動し、県内各地で自治体と協力しながらニーズ調査、
ボランティア支援、日本語教室の運営などに従事。

地域日本語教育を概観する

地域の教室には様々な学習者が集まります。支援者同士が協力し合い、学習者との関係を築
きながら活動を進めていくには何を大切にすればよいでしょうか。活動を支える異文化理解
の枠組と「日本語教育の参照枠」における言語教育観の3つの柱の中から「多様な日本語使
用を尊重する」ことを取り上げ、実際の活動との関わりを考えます。

講師   志賀玲子さん（武蔵野大学 教授）
専門は日本語教育学、日本語教員養成、多文化共生論。多文化共生社会の担い手育成に日本語教育
学が役立つという信念のもと「教養としての日本語教育学」を広めるべく活動をしている。ボラン
ティア日本語支援者養成および研修、「やさしい日本語」講座、多文化共生入門など、地域での講座
にも意欲的に取り組んでいる。

教室から考える、多様な日本語

「日本語教育の参照枠」と「生活Can-do」-概要と考え方-

これからの取組を考える

www.kifjp.org/nihongo

講座内容・講師プロフィール
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